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定価１部10円 (組合員の購読料は組合費に含んでいます)

〈〈２２面面〉〉

・・神神戸戸市市民民病病院院機機構構とと交交渉渉

・・神神戸戸市市公公立立大大学学法法人人にに夏夏期期手手当当支支給給にに関関すするる要要求求

書書をを提提出出

・・戦戦争争ささせせなないい､､９９条条壊壊すすなな!! ５５･･３３兵兵庫庫憲憲法法集集会会

・・ななんんばばググラランンドド花花月月 指指定定席席予予約約引引換換券券のの斡斡旋旋

遠め

が
ね

全国的に公
立病院が厳
しい財政状
況に陥って
います｡ 今

年度から診療報酬が引き上
げられ､ 収入は､ 一定増加
する見込みですが､ 費用は､
膨らみ続け､ 根本的な赤字
体質は変わっていません｡
神戸市民病院機構でも､ 令
和７年度54.5億円の赤字見

込みや､今年度中に資金ショー
トする見込みであると説明
がありました｡ まさに病院
が無くなってしまうのでは
ないかという状況です｡ 兵
庫県内でも病院の合併や指
定管理への動き､ 給料改定
の値切りなどもでてきてい
ます｡ コロナ禍では､ 公立
病院職員は､ 患者のために
必死に頑張ってきました｡
全国的に､ 賃金引上げムー

ドとなっている中で､ 財政
が厳しいからといって､ 病
院職員の引上げが実施され
ないのは､ おかしいと思い
ます｡ こういう時こそ､ み
んなで運動を強め､ 病院職
員の待遇改善を勝ち取るこ
とが大切だと思います｡
▲市職労は､ 今年もフルー
ツフラワーパークでBBQ
を開催します｡ 毎年多くの
組合員や家族が参加し交流

を深めています｡ 楽しむと
きはみんなで楽しみ､ 労働
条件の改善には､ みんなで
取り組むことが､ 市職労が
大切にしてきたことです｡
これからも病院の状況を共
有しながら､ まずは､ ２年
ぶりの給料表の改定に向け
て､ 何ができるのか知恵を
絞っています｡ 取り組みへ
のみなさんのご協力をお願
いします｡

遠
め

がね 氏名( )

所属( )

匿名希望 有・無

ペンネーム( )

き り と り 線

投稿募集

☆市職労への要望

☆身近に感じる疑問､

矛盾､ 改善への提

案 etc.

※教宣部まで

掲載させていただい

た方には素敵な記念

品を進呈！

直 通

代表 ０７８－５９５－６２００

会計 ０７８－５９５－６２０１

Fax ０７８－５９５－６２０４

内 線

執行部 ９７１－６６５３・６６５６

全労済 ９７１－６６５２

自治労共済 ９７１－６６５１

会計 ９７１－６６５７

Fax ９７１－６９９９

市職労事務所の案内

可能な大都市経営を実現し

ていくため､ 外的要因に左

右されない強い財政基盤の

確立が重要であり､ 物価高

騰の見通しなど社会経済情

勢が極めて不透明な中､ 今

後の財政運営にあたっては

引き続き､ 危機感を持って

臨む必要があります｡

いずれにしましても､ 夏

期手当につきましては､ た

だ今ご要求をお受けしたと

ころであり､ 多額の支出を

要するため､ 十分検討した

うえで､ 改めて回答させて

いただきたいと考えており

ますので､ よろしくお願い

いたします｡

通勤手当の見直しについ
ての申し入れについては､
改めて上司にも相談したい

また､ ｢交通用具使用者

に対する通勤手当の見直し

についての申し入れ｣ につ

きまして､ 内容のご説明を

いただきました｡ 私どもと

いたしましては､ 現在の提

案内容につきましては､ 十

分に検討した上でお示しし

ているものでありますが､

みなさまからの強いご要望

もお受けしたところでござ

いますので､ 改めて上司に

も相談させていただきます｡

みなさまもご承知のとおり､

地方自治体を取り巻く情勢

は､ 非常に厳しいものがあ

り､ とりわけ私ども地方公

務員の給与等の勤務条件に

つきましては､ 引き続き各

方面から強い関心を集めて

いるところでございます｡

また､ 本市の財政状況に

つきましては､ 国際環境の

不確実性等に起因する長引

く物価高騰などにより､ 市

民の暮らしや事業者の経営

環境に対する支援をはじめ､

公共事業費の増加など､ 追

加の財政需要が生じており､

一層厳しくなることが見込

まれております｡

このような中でも､ 持続

解､ ご協力をいただき､ 感

謝申し上げます｡ ただいま､

今年度の夏期手当について

のご要求をいただきました｡

案では引下げになっている｡

昨今のガソリン価格の高騰

もあり､ なんらかの配慮を

してもらいたい｡ また､ 駐

車場代について実費弁償の

観点から上限額を引き上げ

てもらいたい｡

夏期手当について､十分
検討したうえで改めて回
答する

給与課長：平素よりみなさ

ま方におかれましては､ 様々

な取り組みに対して､ ご理

夏期手当の要求と交通用
具使用者に対する通勤手
当の見直しに対する申し
入れ

市労連：夏期手当について

大都市協の統一要求を踏ま

え､ 月収の2.5月分以上・

６月30日支給を要求する｡

４月28日に交通用具使用

者に対する通勤手当の見直

しの提案を受けている｡ 距

離区分別支給額の10キロ未

満の距離区分について､ 提

2026年５月19日
神 戸 市 長
久 元 喜 造 様

神戸市労働組合連合会
執行委員長 北 川 学

夏期手当について

職員の夏期手当について､ 下記のとおり支給されるよう要求します｡

記

１. 要 求 額 月収の2.5月分以上
２. 支 給 日 ６月30日 (火)

以 上

５月19日市労連は､ 中村行財政局給与課長をはじめとする当局代表と小委員会交
渉を行い､ 夏期手当の支給に関する要求書を提出しました｡ また､ ｢交通用具使用
者に対する通勤手当の見直し提案｣ について､ 引下げについては配慮するよう申し
入れました｡ これに対し当局は､ 夏期手当については､ 十分検討し改めて回答する
との考え方を示し､ 交通用具使用者に対する通勤手当の見直しの申し入れについて
も検討するとの考え方を示しました｡

市労連小委員会交渉

夏期手当2.5月分以上･6月30日支給の要求書を提出
交通用具使用者に対する通勤手当の見直しに対する申し入れ
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５月３日､｢戦争させない､

９条壊すな！５・３兵庫憲

法集会がみなとのもり公園

で開催され､ 県下から約

6,000人が参加しました｡

集会では､ 兵庫県弁護士

９条の会の羽柴修弁護士の

主催者挨拶の後､ 広島・被

爆体験伝承医師として活動

している井上つぐみさんが､

自身の聞いてきたこと､ 平

和への思いを参加者へ訴え

ました｡

集会最後の憲法アピール

では､ 未来の子供たちに平

和をつなぎ､ 戦争のない世

界を届けましょうと呼びか

けました｡

戦争させない､9条壊すな! 5･3兵庫憲法集会
�������������������������������������
公立大学法人からは ｢法

人の一時金については､ 設

立団体である神戸市に準じ

た取り扱いを行っており､

今年度に関してもこの考え

方に変更はない｡ 具体的な

状況については市の状況や

法人の財政状況を踏まえ､

内部で検討し改めて回答す

る｣ との回答がありました｡

市職労は､ ５月19日神戸市公立大学法人と担当者交渉を行
い､ 夏期手当についての要求書を提出しました｡

神戸市公立大学法人に夏期手当
支給に関する要求書を提出

神戸市民病院機構と交渉

深刻な財務状況であり､もう少し時間をいただきたい病院当局：

市職労：職員の期待は大きい｡早急に給与改定の具体案の提示を

��������������������������������������

市職労から夏期手当の要
求書を提出

５月20日､ 市職労は､ 西

森総務課長をはじめとする

神戸市民病院機構法人本部

代表と担当者交渉を行い､

夏期手当の支給に関する要

求書を提出しました｡ 要求

書に対し､ 総務課長は ｢非

常に厳しい状況が見込まれ

ているが､ 神戸市の状況等

も踏まえ十分に検討を行い

改めて回答したい｣ と回答

しました｡ また､｢法人職員

の給与改定｣ について､ も

う少し時間をいただきたい

との考え方が示されました｡

機構の存続自体が危惧さ
れる事態に陥っており､経
営改善に向けては一刻の
猶予もないことを強調

交渉で､ 総務課長は､ 機

構では､ 危機的な経営状況

を自ら乗り越え､ 持続可能

な病院経営を確立するため､

令和７年度予算編成要領に

おいて､ 令和９年度までに

各病院が単年度黒字を達成

することを目指す具体的な

経営目標を設定し､ 取り組

んでいるものの経常損益は

目標に到達しておらず､ 極

めて厳しい経営状況が続い

ていることや法人全体の令

和７年度決算見込みは､ 単

年度54.5億円の経常赤字が

見込まれており､ このまま

では令和８年度中に資金ショー

トを免れない可能性が極め

て高い状況で､ 機構の存続

自体が危惧される事態に陥っ

ており､ 経営改善に向けて

は一刻の猶予もない状況で

あることを強調｡

また､ 法人職員の給与改

定について､ 深刻な財務状

況を踏まえると､ 現在の聖

域なき経営改善の動向やキャッ

シュ・フローの推移を､ も

う一段階慎重に見極める必

要があるため､ 具体的な内

容については､ もう少しお

時間をいただく必要がある

との考え方を示しました｡

市職労の申し入れに対し
早期に具体的お示しがで
きるよう誠心誠意検討を
進めていくと回答

これに対し､ 市職労は､

国立病院機構ではすでに給

料改定がなされている｡ ２

年ぶりの給与引上げに対す

る機構職員の期待は大きい｡

その期待に応えるためにも､

早急に具体的な内容を示す

よう申し入れました｡

市職労の申し入れに対し､

総務課長は､ 職員の期待に

応えるべく､ できる限り早

期に具体的なお示しができ

るよう誠心誠意検討を進め

ていくとの考え方を示しま

した｡��������������������������������������� ���������������������������������������������������������������� ���������������������������������������������������
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